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●注意事項● 
 

■申請書記入注意事項、予算項目詳細、予算書注意事項を良く読んで記入して下さい。 

■一度提出された書類の期限が過ぎてからの一部差し替え、変更等は認めません。 

■申請書の最後に必要書類のチェックシートがあります。必ず確認して送付してくださ

い。万が一書類不備があっても事務局からは一切連絡せず、「書類不備」として扱わせ

て頂きます。 
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申 請 書 記 入 注 意 事 項 

 

申請者名 
申請者とは、個人申請の場合は本人。 

申請者住所は確実に郵便物が届く住所であること。 

テーマ 申請する研究テーマ、タイトル。 

※ 
研究の内容に講演会・セミナー・研修会等がある場合は、その講師の略歴を添

付すること。 

研究 

目的 
研究の意義・成果、効用を明記すること。（書式自由、枚数制限無し） 

研究 

内容 
研究の具体的な内容を明記すること。（書式自由、枚数制限無し） 

研究 

期間 
研究の開始から終了までの活動期間を明記すること。 

活動実績 
申請者・団体が過去に行った研究がある場合は記入すること。（書式自由、枚

数制限無し） 

推薦状 

推薦文は推薦人２名とし、申請者及び申請内容を良く理解し責任を持って推薦

する第三者であること。場合よっては推薦者に当会より照会を行う場合があり

ますので、対応できる者であること。なお、推薦者の肩書き・役職は問いませ

ん。（推薦文は別紙添付でも構いません）。 

推薦人の署名・捺印だけでなく必ず推薦文を付けてください。署名・捺印だけの

ものは推薦文とはみなしません。 

予算書 

支出予算はすべての収入予算にもとづく全体予算を記入すること。 

今回の貴事業・研究に本会以外、他の団体等から同時に援助を受ける場合、その

概要を記入して下さい。その際、他の団体からの援助が予定どおり受けられなかっ

た場合の方策もご記入下さい。 

助成対象となるのは、申請される事業・研究のみに要するものです。 

他の事業・研究と共通する運営費や管理費（例：事務所の家賃や電話代、通常の

給料、交通費など）は対象となりません。 
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機材購入費に関しては事業・研究を実施するにあたり必要不可欠と認め

られるもので、かつ、管理責任者が明確なものであること。申請する際に

は必ず見積書（業者が発行したもので、消費税分を含んだもの、値引きが

あるものはその価格で）やパンフレット・カタログを必ず添付し、購入物件

がわかるように必ず付箋かマーキングをする事。 

購入機材の設置（保管）場所を明記すること。 

※ 
助成決定後、支出項目間の予算を大幅に変更する場合は、あらかじめ本会にの承

認を受けなければなりません。 
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予 算 項 目 詳 細 (別紙 A) 

 

費 目 名 各  費  目  の  詳  細 

旅費交通費 

①片道１００キロを超える日本国内での研究（調査）に伴う交通費・宿泊費。 

②日本国外への出張（調査）に伴う交通費（渡航費・現地交通費）・宿泊費。 

（国内・海外とも行き先、及び人数を明記） 

通 信 費 電話、郵便、宅急便等 

会 議 費 会議室料・会議における茶菓子・弁当代 

印 刷 費 活動報告書、その他の資料等の印刷、複写費 

人 件 費 
関係者の謝礼、臨時アルバイト 

（月給等で支払われる人件費は不可） 

消 耗 品 費 文具、その他小額の備品等 

資 料 費 図書、文献、写真等資料の購入 

機材購入費 

1 件１０万円以下の器具、・備品の購入 

 

事業・研究を行ううえで必要不可欠な汎用性のある機器（例：パソコン関連機材・

ビデオ関連機材・デジタル通信機器等）の購入は、その機器の名称・利用方法・

利用内容・効果を具体的に記入し、見積書を添付すること。 

また、機材の管理者及び保管場所を明確にすること。 

尚、同一機材の複数購入は２件までとする。 

 

※１０万以上の機材購入や同一機材３件以上の複数購入をする場合は、別途設

備・備品購入の申請書を提出してください。 

雑   費 その他上記に含まれない小額のもの 

そ の 他 上記以外の項目で別に記載するほうが明確な場合、項目を追加すること 
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一般助成【研究・大学院】 受付番号： 年  月  日 

２０１２年度 財団法人倶進会 一般助成申請書 

申請者名 

（ふりがな） 

申請者名 
 ○印  

住 所 

〒 

電話番号  ＦＡＸ  

E-mail  

学校名  

研究科名 

 

（ふりがな） 

担当教授名 
 

テーマ  

申請金額 円 
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研究目的（計画の意義・成果/目的） 
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研究内容 
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研究の期間 

 

過去の研究実績 

 

現在、申請した研究に対して、他の団体に助成を申請している、もしくは助成を受けている場

合は期間、金額、団体名を必ず記入して下さい。 
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【推 薦 状 ①】 

財団法人倶進会  理事長 勝見允行殿 年  月  日 

申請者  

が助成金を申請する研究について推薦致します。 

推薦者名  ○印  

勤務先名  

役職  

住所  

電話  

Ｅ－ｍａｉｌ  

申請者との関係  

推薦文（別紙添付可） 
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【推 薦 状 ②】 

財団法人倶進会  理事長 勝見允行殿 年  月  日 

申請者  

が助成金を申請する研究について推薦致します。 

推薦者名  ○印  

勤務先名  

役職  

住所  

電話  

Ｅ－ｍａｉｌ  

申請者との関係  

推薦文（別紙添付可） 
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申 請 者 履 歴 書 
 

ふりがな 生年月日 性別 

氏 名 

     
 

西暦    年    月   日生  

(  歳) 

 

 

 

 

ふりがな 

現住所 〒   -     

                 

 

自宅電話  （    ）    -     携帯電話  （    ）   -     

Email： 

 

年 月 学歴（通常高校入学から）･職歴（職種を明記すること） 
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【研 究 予 算 書】 

申請者名  

テーマ  

【支出予算】 
【支出予算注意事項】支出内訳（費目ごとに使用目的､金額を記入） 

●当初の計画以外には使用できません。 

●[費目別全体予算]はすべての収入予算にもとづく全体予算を記入すること 

●全体予算のうち、助成金に該当するものの金額を[助成金申請額欄]に記入すること 

●各項目の詳細は別紙（A）参照 
●各費目の内訳はできるだけ詳細に記入すること。用紙に書ききれない場合は別紙で添付すること。 
●支出予算の[助成金申請額]と収入予算の[倶進会助成申請額]が一致すること 

費 目 名 各  費  目  の  内  訳 費目別全体予算 助成金申請額 

旅費交通費     円    円 

通 信 費    円   円 

会 議 費     円    円 

印 刷 費     円    円 

人 件 費    円   円 

消 耗 品 費     円    円 

資 料 費     円    円 

雑   費  円 円 

機材購入費  円 円 

そ の 他  円 円 

合   計   円  円 

【収入予算】 

自 己 資 金 か ら 充 当 円 

参 加 費 ・ 会 費 等 円 

当会以外からの助成・寄附 円 

倶 進 会 助 成 申 請 額 円 

今回の事業・活動に本会以外の他団体から同時に助成・寄付を受ける場合、または予定がある場合はその概要

を記入して下さい。その際、その助成が予定通り受けられなかった場合の方策も記入して下さい。 
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倶進会助成金申請応募書類チェックリスト 

 

□ ２０１２年度 財団法人倶進会 一般助成申請書 

 □ 申請者名欄 

 □ 学校名、研究科名、担当教授名 

 □ 研究テーマ 

 □ 助成金申請額 

 □ 研究目的（計画の意義・成果/目的） 

 □ 研究内容 

 □ 研究の期間 

 □ 過去の研究実績 

□ 推薦文 

□ 推薦文 

□ 申請者履歴書 1 通 

□ 研 究 予 算 書 

□ その他参考資料 

上記を１セットにして 

□ 正本１部 

□ コピー４部 

 


